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氏　　名 功　績　内　容

小　山　正　美

平成１７年６月２１日以来、多年にわ
たり町の国民健康保険事業の運営に関
する協議会委員として国民健康保険事
業の発展のために尽力された

鷲　田　寿　永
平成１７年１月１日以来、多年にわた
り地区駐在員として厚沢部町発展のた
めに尽力された

東　谷　道　子
平成１６年１２月１日以来、多年にわ
たり福祉委員として地域住民の福祉の
向上のために尽力された

佐　藤　祐　子
平成１６年１２月１日以来、多年にわ
たり福祉委員として地域住民の福祉の
向上のために尽力された

佐々木　賢　一
平成１７年４月１日以来、多年にわた
り消防団員として町民生活の安定のた
めに寄与された

池　田　　　誠
平成１７年４月１日以来、多年にわた
り消防団員として町民生活の安定のた
めに寄与された

竹　山　　　武
平成１７年７月１日以来、多年にわた
り消防団員として町民生活の安定のた
めに寄与された

細　畑　信　彦
平成１７年９月１日以来、多年にわた
り消防団員として町民生活の安定のた
めに寄与された

三　原　誓　史
平成１７年９月１日以来、多年にわた
り消防団員として町民生活の安定のた
めに寄与された

令和７年度町政功労者等表彰式

１.功労表彰
（敬称略）

氏　名 功　績　内　容

明治安田生命保険

相互会社 函館支社

一般寄附金として、５０万１，２００
円を寄附された

佐　藤　永　吉
一般寄附金として、１００万円を寄附
された

（株）高橋建設
代表取締役　
高　橋　千　尋

教育関連事業に関する指定寄附金とし
て、１００万円を寄附された

２.善行表彰
（敬称略）

氏　　名 功　績　内　容

進　藤　貞　夫
多年にわたり監査委員として地方自治
の発展に尽力された功績により旭日単
光章を受章

由　利　和　男
多年にわたり議会議員として地方自治
の振興に尽力された功績により旭日単
光章を受章

鹿　能　武　司
多年にわたり議会議員として地方自治
の振興に尽力された功績により旭日双
光章を受章

木　村　秀　喜
多年にわたり消防団員として町民生活
の安定に尽力された功績により瑞宝双
光章を受章

北　　　　　優
多年にわたり議会議員として地方自治
の振興に尽力された功績により旭日単
光章を受章

三　上　喜　治
多年にわたり教育者として教育の振興
に尽力された功績により瑞宝双光章を
受章

相　馬　　　優
多年にわたり消防職員として、消防の
発展に尽力された功績により、瑞宝単
光章を受章

（敬称略）

≪叙勲≫

氏　　名 功　績　内　容

土　屋　典　應
多年にわたり保護司として犯罪のない
明るい地域づくりに貢献された功績に
より受彰

岩　田　冨貴子
多年にわたり保護司として犯罪のない
明るい地域づくりに貢献された功績に
より受彰

≪法務大臣表彰≫
（敬称略）

３.叙勲等顕彰

　11 月７日（金）、地域活動や文化、政治等の分野で町政の振興に寄与された個人や団体、企業を表彰する

『令和７年度町政功労者等表彰式』が町民交流センターあゆみで開催されました。式典では佐藤町長より 

出席した受賞者 12 名１団体に表彰状と記念品が贈られました。

氏　　名 功　績　内　容

山　崎　　　孝
多年にわたり議会議員として地方自治
の振興発展に尽力された功績により受
賞

庄　山　裕　一
多年にわたり食品衛生の普及向上に努
められた功績により受賞

≪北海道社会貢献賞≫
（敬称略）

≪農山漁村女性活躍表彰

　「全国農業協同組合中央会長賞」≫

氏　　名 功　績　内　容

佐　藤　美登子
多年にわたり地域農業の発展と男女共
同参画社会の推進に貢献された功績に
より受賞

（敬称略）

３.叙勲等顕彰

氏　　名 功　績　内　容

下川部　勝　利
多年にわたり統計調査員として、統計
調査の推進に寄与された功績により受
彰

伊　藤　伸　吾
多年にわたり統計調査員として、統計調
査の推進に寄与された功績により受彰

≪北海道知事感謝状≫
（敬称略）

▲壇上にて町長から表彰状と記念品が贈られました。

▲受賞者代表・鷲田寿永さん謝辞の様子。

　

庄
山
裕
一
氏
が

　

『
北
海
道
社
会
貢
献
賞
』
を
受
賞▲北海道社会貢献賞を受賞された庄山裕一氏（左）

　

10
月
28
日

（火）
、
北
海
道
社
会

貢
献
賞
の
伝
達
式
が
町
長
室
で

行
わ
れ
、
庄
山
裕
一
さ
ん
（
本

町
）
へ
檜
山
振
興
局
阿
保
副
局

長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

庄
山
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か

ら
食
品
衛
生
協
会
理
事
、
平
成
28

年
か
ら
は
食
品
衛
生
協
会
厚
沢
部

支
部
長
、
令
和
６
年
か
ら
は
食
品

衛
生
協
会
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、

永
年
の
食
品
衛
生
の
普
及
向
上
、

指
導
育
成
に
対
す
る
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
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11
月
７
日

（金）
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
函
館
支
社
（
星
野

和
昭
支
社
長
）
は
地
域
を
応
援
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
私
の
地
元
応

援
募
金
」
で
「
町
民
の
健
康
増
進

や
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
57
万
３
千
円
を
町
に
寄
附

町
民
の
健
康
増
進
や
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て

　

 
明
治
安
田
が
町
へ
寄
附

　

11
月
6
日

（木）
に
、
道
の
駅
ア
ッ

サ
ン
前
に
「
ポ
ケ
ふ
た
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ポ
ケ
ふ
た
」
と
は
、
「
ポ
ケ
ッ

ト
モ
ン
ス
タ
ー
（
ポ
ケ
モ
ン
）
」
の

絵
が
描
か
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

こ
と
で
、
こ
の
度
、
厚
沢
部
町
へ

設
置
さ
れ
た
「
ポ
ケ
ふ
た
」
は
、

　

11
月
１
日
よ
り
、
厚
沢
部
町
の

新
た
な
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
中
国
江
蘇

省
出
身
の
蔡
越
先
さ
ん

（42）
が
着
任

し
ま
し
た
。
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
地
域
の
重
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
に
都

市
圏
か
ら
専
門
的
知
識
や
経
験
を

持
つ
人
材
を
活
用
す
る
総
務
省
の

制
度
で
す
。

　

蔡
さ
ん
は
、
北
海
道
大
学
院
で

「
社
会
教
育
学
」
を
専
攻
。
そ
の

知
識
を
活
か
し
て
、
町
の
「
保
育

園
留
学
」
の
取
組
に
関
す
る
事
務

局
業
務
や
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ド

▲札幌市から着任した蔡越先さん（右）

ア
事
業（
多
様
性
が
あ
る
環
境
を

提
供
す
る
事
業
）
に
係
る
関
係
各

所
と
の
調
整
な
ど
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

　

蔡
さ
ん
は
、
大
学
院
の
講
義
で

厚
沢
部
町
の
「
保
育
園
留
学
」
の

取
組
を
知
り
、「
一
つ
の
事
業
で

町
が
抱
え
る
複
数
の
課
題
を
解
決

で
き
る
素
晴
ら
し
い
事
業
だ
！
」

と
感
心
し
、
自
身
も
こ
の
事
業
に

携
わ
り
た
い
と
応
募
。
自
営
業
の

旦
那
さ
ん
と
、
小
学
生
の
長
男
を

札
幌
市
に
残
し
、
４
歳
の
長
女
と

厚
沢
部
町
に
移
住
し
ま
し
た
。

▲政策推進課で勤務しています。
　緑茶を飲むのが好きです。

　

大
学
院
で
は
「
地
域
の
中
で
子

ど
も
を
ど
う
や
っ
て
育
て
る
か
」

が
主
な
研
究
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
い

う
蔡
さ
ん
は
「
私
と
娘
が
厚
沢
部

町
へ
移
住
し
、
こ
こ
で
の
生
活
を

経
験
す
る
こ
と
で
、
町
や
保
育
園

留
学
の
教
育
的
価
値
・
地
域
の
持

続
性
を
体
感
し
た
い
で
す
。
早
速

娘
は
こ
ど
も
園
を
楽
し
ん
で
い

て
、
あ
た
た
か
い
子
育
て
の
ま
ち

を
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、「
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
保
育
園
留

学
事
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
お
手

伝
い
を
し
た
い
で
す
。
語
学
の

面
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
！
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

▲道の駅アッサン入口前に設置されています。

© Pokemon.  © Nintendo/Creatures Inc. / GAME FREAK inc .
ポケットモンスター・ポケモン・Pokemon は任天堂・クリーチャーズ・
ゲームフリークの登録商標です。

  
館
分
遣
所

館
分
遣
所

  　

新
消
防
車　

配
備

　

新
消
防
車　

配
備

　

「
保
育
園
留
学
」
を
手
が
け
る

㈱
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク（
山
本
雅
也
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
が
、
11
月
14
日

（金）
に
、
東

京
に
あ
っ
た
本
社
を
町
移
住
交
流

セ
ン
タ
ー（
字
上
里
）へ
移
転
し
ま

し
た
。

　

町
は
今
年
９
月
に
本
社
を
町
内

に
開
設
・
移
転
し
た
事
業
者
に
対

し
、
初
期
経
費
の
３
分
の
２
を
補

助
す
る
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
し

　

新
し
く
「
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
」
が
館
分
遣
所
に
配
備
と

な
り
ま
し
た
。
旧
車
両
は
昭
和
59

年
か
ら
40
年
間
、
町
民
の
安
心
・

安
全
を
守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
老

朽
化
の
た
め
更
新
と
な
り
ま
し

た
。新
車
両
は
10
月
20
日

（月）
よ
り
、

運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
分
団
、
山
田
克
哉
分
団
長

は
「
力
強
い
仲
間
が
加
わ
っ
た
。

今
後
も
気
を
引
き
締
め
、
消
防
団

活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
一

人
一
人
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、

厚
沢
部
町
消
防
団
は
新
た
な
車
両

と
と
も
に
地
域
の
防
災
力
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

た
。
こ
の
度
の
㈱
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク

の
本
社
移
転
が
補
助
制
度
の
適
用

第
一
号
と
な
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
山
本
氏
は
、
「
補
助

制
度
が
本
社
移
転
の
後
押
し
に
な

っ
た
。
本
社
移
転
は
保
育
園
留
学

を
こ
こ
ま
で
共
に
導
い
て
く
れ
た

厚
沢
部
町
へ
の
恩
返
し
の
一
つ
で

あ
り
、
今
後
よ
り
一
層
に
厚
沢
部

町
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま

し
た
。

　

本
社
移
転
時
は
、
６
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
厚
沢
部
町
で
勤

務
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
雇

用
を
増
や
し
て
い
く
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
移
転
を
受
け
て
町
長

は
「
本
社
移
転
で
町
と
の
関

わ
り
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
保

育
園
留
学
を
は
じ
め
、
食
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
子
育
て
等
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
多
方

面
へ
の
取
組
が
よ
り
加
速
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ロ
コ
ン
、
ア
ロ
ー
ラ
ロ
コ
ン
、
ミ

ノ
マ
ダ
ム
が
描
か
れ
た
、
厚
沢
部

町
限
定
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

道
の
駅
に
お
越
し
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
た
。
佐
藤
町
長
は
「
毎
年

寄
附
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た

い
。
福
祉
事
業
に
有
効
に
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
目
録
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

▲明治安田江差出張所長・川出真弘氏（左）より目録を受け取りました。

▲㈱キッチハイクの皆さんと、本社が入る移住交流センター

  

道
の
駅
ア
ッ
サ
ン
前
に

　

「
ポ
ケ
ふ
た
」

「
ポ
ケ
ふ
た
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

　

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

　
　

蔡さ
い　

越え
つ
せ
ん先

さ
ん
が
着
任

  

㈱
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク

㈱
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク

　
　
　
　

厚
沢
部
町
へ
本
社
を
移
転
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学校名 表彰者名 作品名 表彰名

厚沢部小学校

木口　心翔（３年）
「ぜい」

江差税務署長賞

太田　綾音（３年） 江差地方法人会会長賞

前田　琴心（４年） 「申告」 江差地方法人会会長賞

並川　達己（５年） 「納税」 江差間税会会長賞

石田　朱優（６年） 「社会と税」 江差間税会会長賞

館小学校
山谷　椛愛（４年） 「税」 江差間税会会長賞

中西ありす（６年） 「納税」 江差税務署長賞

「
税
に
関
す
る
書
道
外
」
小
中
学
生

「
税
に
関
す
る
書
道
外
」
小
中
学
生
1010
名
が
表
彰

名
が
表
彰

　

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
」
と
「
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
お
よ
び
「
中
学
生
税
に
関

す
る
作
文
」
の
表
彰
式
が
各
校
で
行
わ
れ
、
受

賞
し
た
10
名
の
児
童
生
徒
に
、
賞
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
税
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
税
の
意
義
や
役
割
な
ど
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
江
差
税
務
署
が
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
通
し
て
、

小
中
学
生
は
税
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

●書道展入賞者●書道展入賞者

学校名 表彰者名 表彰名

館小学校 松橋　　蓮（６年） 奨励賞

●絵はがきコンクール入賞者●絵はがきコンクール入賞者

●厚沢部小学校での贈呈式●厚沢部小学校での贈呈式

問合せ先：住民税務課課税収納係　TEL ６４－３３１３
　　　　　保健福祉課介護保険係　TEL ６４ー３３１９

国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料（第６期）の納期限は

１２月２５日（木）
忘れずにお支払いを！

住民税・固定資産税の納期限は

 １１月末　でした。
払い忘れはございませんか？

未納の方は速やかに納付を！

　
11
月
13
日

（木）
、
14
日

（金）
の
２
日
間
、
町
内
６
会
場

で
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
開
催
し
、
町
民
や
議
会
議

員
ら
約
86
名
が
出
席
。
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見

や
要
望
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て
町
長
ら

と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
冒
頭
、
町
か
ら
、
8
月
19
日
に
発
生
し

た
大
雨
被
害
報
告
、
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
、
ヒ
グ
マ
・
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
状
況
、

義
務
教
育
学
校
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
情
報
提
供
が

あ
り
、
そ
の
後
質
疑
を
受
け
ま
し
た
。

まちづくり座談会
　

１
月
中
旬
を
締
め
切
り
に
各
町
内
会
長
宛
て
に
町

政
要
望
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
す
る
予
定
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
要
望
し

た
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
方
は
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
町
民
の
声
を
大
切
に
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

町
か
ら
の
情
報
提
供

町
政
要
望
を
取
り
ま
と
め

▼赤沼町

▼鶉地区

　
課
税
収
納
係
か
ら
お
知
ら
せ

　
課
税
収
納
係
か
ら
お
知
ら
せ

住
宅
を
建
て
た
り
壊
し
た
り
し
た
場
合
は
ご
連
絡
を
！

住
宅
を
建
て
た
り
壊
し
た
り
し
た
場
合
は
ご
連
絡
を
！

　

「
固
定
資
産
税
」
は
そ
の
年
の

１
月
１
日
現
在
の
状
況
に
よ
っ
て

課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
令
和

７
年
中
に
建
物
を
新
た
に
建
て
ら

れ
た
場
合
は
翌
年
の
令
和
８
年
度

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
令
和
７
年
中
に
建
物
を

取
り
壊
し
た
場
合
は
課
税
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
課
税
は
登
記
な
ど
の
地

目
で
は
な
く
現
況
に
よ
っ
て
課
税

さ
れ
る
た
め
、
農
地
転
用
後
に
地

目
変
更
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合

や
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
に

は
、
課
税
額
を
見
直
し
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋（
住
宅
や
倉
庫
）を
建
築
又

は
取
り
壊
し
た
場
合
な
ど
所
有
さ

れ
て
い
る
土
地
や
家
屋
の
状
況
に

変
化
が
あ
っ
た
と
き
は
役
場
へ
届

出（
連
絡
）し
て
く
だ
さ
い
。

【
住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
の
課
税
】

　

住
宅（
営
業
さ
れ
て
い
る
併
用

住
宅
を
含
む
）
が
建
て
ら
れ
て
い

る
宅
地
は
、
宅
地
の
税
額
が
軽
減

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
と
し
て
、
宅
地
と
住

宅
が
同
じ
所
有
者
で
、
宅
地
に
建

て
ら
れ
て
い
た
住
宅
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
税
額
軽
減
は
適
用
に

な
ら
な
い
た
め
、
宅
地
分
の
税
額

は
上
が
り
、
住
宅
分
の
税
額
は
な

く
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
税
額

は
、
住
宅
の
状
況
や
年
数
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

①
取
り
壊
し
た
住
宅
が
建
築
後
30

　

年
程
度
の
場
合

　

取
り
壊
し
た
住
宅
の
価
格
が
比

較
的
高
い
た
め
、
宅
地
の
価
格
が

上
が
っ
て
も
税
額
の
変
動
は
少
な

く
な
り
ま
す
。

②
取
り
壊
し
た
住
宅
が
建
築
後
50

　

年
以
上
経
過
の
場
合

　

取
り
壊
し
た
住
宅
の
価
格
が
低

い
こ
と
か
ら
、
宅
地
の
価
格
が
上

が
る
こ
と
で
税
額
は
高
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
宅
地
と
住
宅
の
所
有
者

が
別
な
場
合
は
、
宅
地
所
有
者
の

税
額
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
住
宅

所
有
者
に
つ
い
て
、
税
額
は
安
く

（
最
低
０
円
）な
り
ま
す
。

　

な
お
、
建
て
ら
れ
て
い
る
宅
地

や
住
宅
の
状
況
に
よ
り
、
税
額
の

増
減
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
取
り

壊
し
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
事
前

に
課
税
収
納
係
へ
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
課
税
収
納
係

　
　
　
　
　 

６
４-

３
３
１
３

【
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て
】

●中学生の税についての作文入賞者●中学生の税についての作文入賞者

学校名 表彰者名 表彰名

厚沢部中学校
朝倉煌士郎（３年） 北海道納税貯蓄組合連合会会長賞

朝倉　　華（１年） 江差税務署長賞
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素敵な過疎のまちのあゆみ

▲メッセージを書いた、”おもい”メークインですよ～！

　

10
月
30
日

（木）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
し
し
ま
い
組
（
年

長
児
）
が
自
分
た
ち
で
収
穫
し
、
袋
詰
め
し
た
「
あ
っ
さ
ぶ

メ
ー
ク
イ
ン
」
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
販
売
体
験
を
農
協
青
年
部
の

協
力
の
も
と
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
で
行
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
「
僕
た
ち
が
育
て
て
収
穫
し
た
お
い
も
で
す
！
」
「
お
い

し
い
で
す
よ
！
買
っ
て
く
だ
さ
ー
い
！
」
と
元
気
な
声
で
お

客
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た
お
金
に
対
し
て
、
計
算
し
た

お
釣
り
を
渡
し
、
大
き
な
声
で
お
礼
も
言
い
ま
し
た
。
園
児

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

自
ら
収
穫
し
た

　

メ
ー
ク
イ
ン
を

　
　

道
の
駅
で
販
売

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

仮
装
で
い
た
ず
ら

　
　

し
ち
ゃ
う
ぞ

▲お菓子をもらえてうれしいブ～！

　

10
月
31
日

（金）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
で
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

in
は
ぜ
る
』
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
手
作
り
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
赤
沼
町
地
域
を
巡
り
ま
し
た
。
赤

沼
町
各
地
で
仮
装
し
て
隠
れ
て
い
る
先
生
を
見
つ
け
る
と

「
お
菓
子
く
れ
な
き
ゃ
い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
！
」
と
言
っ

て
お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

先
生
た
ち
が
扮
す
る
い
ろ
ん
な
オ
バ
ケ
や
妖
怪
た
ち
に
怖

が
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、
お
菓
子
を
も
ら
え

て
喜
び
は
し
ゃ
い
だ
園
児
た
ち
で
し
た
。

－教育委員会だより－

厚
小
・
館
小
合
同
宿
泊
研
修

　

10
月
30
日

（木）
～
31
日

（金）
、
厚
沢

部
小
と
館
小
の
５
年
生
が
函
館
方

面
へ
の
宿
泊
研
修
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
２
日
間
で
互
い
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

厚
中 

国
立
天
文
台
授
業

２
日

（火）
館
小
参
観
日

４
日

（木）
厚
沢
部
小
参
観
日

５
日

（金）
厚
小
開
校
記
念
日

12
日

（金）
町
教
研
合
同
学
習

14
日

（日）
厚
中
参
観
日

15
日

（月）
厚
中
振
替
休
業

16
日

（火）
町
内
生
徒
指
導
交
流
会

17
日

（水）
厚
中
授
業
研
修

25
日

（木）
２
学
期
終
業
式

26
日

（金）
冬
期
休
業
（
～
１
／
14
）

12
月
の
主
な
学
校
行
事

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会

令和７年（2025年）12月

No.25

こ
ど
も
園
と
小
学
校
の
交
流

不
登
校
支
援
研
修

　

10
月
31
日

（金）
、
厚
中
２
年
生
が

国
立
天
文
台
の
研
究
者
を
招
い
て

「
太
陽
系
外
惑
星
」
を
テ
ー
マ
に

出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
実

験
や
解
説
を
通
じ
て
宇
宙
の
神
秘

に
触
れ
、
理
科
へ
の
興
味
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
８
日

（水）
、
認
定
こ
ど
も
園

は
ぜ
る
の
年
長
児
が
館
小
学
校
で

の
生
活
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も

楽
し
そ
う
に
授
業
を
受
け
た
り
、

休
み
時
間
に
校
庭
で
遊
ん
だ
り
し

ま
し
た
。

　

12
月
16
日

（火）
に
「
不
登
校
支
援

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー

マ
は
「
気
づ
か
ず
に
傷
つ
け
る
言

葉
の
影
響
」
で
、
不
登
校
の
長
期

化
に
伴
う
二
次
被
害
に
焦
点
を
当

て
、
専
門
家
が
子
ど
も
に
対
す
る

言
葉
の
重
み
や
支
援
の
留
意
点
を

解
説
し
ま
す
。
講
師
は
「
明
る
い

不
登
校
」
代
表
の
山
本
り
か
氏
と

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
家
の
谷
正
友
氏

で
す
。
保
護
者
や
教
育
関
係
者
、

町
民
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

少年団
大　会
結　果

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　

秋
季
大
会　

第
４
位

●
第
44
回
函
館
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

　

11
月
16
日

（日）　

北
斗
市
総
合
体
育
館

　

厚
沢
部
小
学
校　

加
澤
礼
生
さ
ん
、
唯
俐
月
さ
ん
、
名
和

幹
太
さ
ん
所
属
・「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」（
江
差
町
）
が
第
４
位
の
成
績
を
収
め
、
苫
小
牧
市

で
開
催
さ
れ
る
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
出
場
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

道
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
も
全
力
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲ＮＥＸＵＳミニバスケットボールクラブの皆さん

不登校支援研修会

厚沢部小学校

学習発表会・光翔祭

　10 月 18 日（土）に小学校学習発表会、25 日（土）に
中学校光翔祭が行われました。

館小学校

厚沢部中学校
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－教育委員会だより－ 　　　　　　－教育委員会だより－

厚
沢
部
町
の
未
来
を
創
る
、
新
し
い
学
び
舎

　

～
義
務
教
育
学
校 

４
～
５
年
後
の
開
校
に
向
け
、

　
　

検
討
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
～

　

厚
沢
部
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
新
し
い
学
校

づ
く
り
が
本
格
的
に
進
ん
で
い
ま

す
。
町
で
は
現
在
、
小
学
校
と

中
学
校
の
「
良
さ
」
を
融
合
さ

せ
、
９
年
間
一
貫
し
た
教
育
を
行

う
「
義
務
教
育
学
校
」
の
設
立
を
、

令
和
12
年
度
の
開
校
を
目
指
し
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
今
、
新
し
い
学
校
が
必
要

な
の
か
。
ど
の
よ
う
な
教
育
を
目

指
し
て
い
る
の
か
。
令
和
７
年
度

に
行
わ
れ
た
活
発
な
議
論
や
視
察

の
様
子
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
に
ご
報
告

し
ま
す
。

な
ぜ
今
、
新
し
い
学
校
が

　

必
要
な
の
か

　

私
た
ち
の
社
会
は
、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
の
急
速
な
発
展
な
ど
、

予
測
困
難
な
時
代
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
正
確
に
覚
え
る
」
教
育

だ
け
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
抜
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
大
き
な
変
化

の
中
で
、
厚
沢
部
町
は
２
つ
の
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

課
題
①
：
児
童
生
徒
数
の
減
少

　

厚
沢
部
町
の
児
童
生
徒
数
は
、

昭
和
46
年
に
は
１
６
２
７
名
い

ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
に
は

２
０
２
名
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
後
の
予
測
で
は
令
和
10
年

度
以
降
、
子
ど
も
た
ち
の
数
は
急

激
に
減
少
し
、
令
和
11
年
度
に
は

新
１
年
生
が
一
桁
に
な
る
見
込
み

で
す
。
令
和
15
年
頃
に
は
、
町
内

の
小
中
学
生
全
員
を
あ
わ
せ
て
も

１
０
０
人
を
切
る
可
能
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

課
題
②
：
学
校
施
設
の
老
朽
化

　

現
在
、
町
内
の
小
中
学
校
は
、

ど
こ
も
建
設
か
ら
40
年
以
上
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら

の
学
校
を
個
別
に
改
修
・
維
持
し

て
い
く
場
合
、
多
額
の
費
用（
各

学
校
で
年
間
２
千
万
円
以
上
と
の

試
算
も
）
が
か
か
り
続
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
も
老
朽
化
対
策
と
Ａ

Ｉ
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
教
育

環
境
の
整
備
を
一
体
的
に
進
め

る
「
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実

現
す
る
学
校
施
設（
ス
ク
ー
ル
・

フ
ォ
ー
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」）

と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。
厚
沢
部
町
も
こ
の
国
の
動
き

と
連
動
し
、
未
来
へ
の
投
資
と
し

て
新
し
い
学
び
舎
の
整
備
を
進
め

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

厚
沢
部
町
が
目
指
す

　
「
義
務
教
育
学
校
」
の
姿

　

令
和
７
年
１
月
、
町
民
や
学
校

関
係
者
、
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る

「
義
務
教
育
学
校
整
備
検
討
委
員

会
」
は
、
新
し
い
学
校
の
指
針
と

な
る
「
厚
沢
部
町
義
務
教
育
学
校

設
置
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
な
い
、

　　

９
年
間
の
連
続
し
た
学
び

　

義
務
教
育
学
校
の
最
大
の
特
色

は
小
１
か
ら
中
３
ま
で
を
「
１
年

生
～
９
年
生
」
と
一
つ
の
学
校
と

し
て
捉
え
、
９
年
間
一
貫
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ぶ
こ
と
で
す
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
進
学
す
る
際
の
急
激
な
環

境
変
化
に
よ
る
不
安
や
戸
惑
い
、

い
わ
ゆ
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
を

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
４
・
３
・
２
制（
１
～
４
年
、

５
～
７
年
、
８
～
９
年
）
な
ど
、

学
年
の
区
切
り
を
柔
軟
に
設
定
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指

導
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

厚
沢
部
町
だ
け
の
強
み

　

幼
・
小
・
中
一
貫
と
地
域
探
究

　

厚
沢
部
町
に
は
、
全
国
で
も
先

進
的
な
取
組
で
注
目
さ
れ
る
「
認

定
こ
ど
も
園
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
、
幼

児
教
育
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

「
幼
・
小
・
中
」一
貫
し
た
教
育
の

デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
豊
か
な
自
然
や
産

業（
農
業
な
ど
）そ
の
も
の
を
「
生

き
た
教
材
」
と
し
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
探
究
す

る
「
地
域
学
習
」
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
柱
に
据
え
ま
す
。
委
員
会
で

は
「
厚
沢
部
学
」
の
よ
う
な
新
し

い
教
科
を
作
っ
て
は
ど
う
か
、
と

い
う
具
体
的
な
提
案
も
出
て
い
ま

す
。

年度

「
教
え
る
」
か
ら

　
「
学
び
合
う
」
た
め
の
校
舎
へ

　

新
し
い
校
舎
は
こ
れ
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
る
21
世
紀
型
学
力
に
対

応
す
る
た
め
、
従
来
の
「
教
室
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
視
点
で
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
柔
軟
で
可
変
的
な
空
間

　

壁
を
減
ら
し
た
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
多
用
し
、
グ
ル
ー
プ
学

習
や
個
人
学
習
な
ど
、
学
び
の
形

に
合
わ
せ
て
自
由
に
空
間
を
変
え

ら
れ
る
設
計
を
目
指
し
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

・
学
校
の
中
心
に
図
書
室

　

単
な
る
図
書
室
で
は
な
く
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
誰
も
が
自
由
に
使
い
こ
な
し
、

調
べ
学
習
、
対
話
、
発
表
が
で
き

る
「
知
の
中
心
地
」
と
し
て
学
校

の
中
心
に
配
置
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
地
域
に
開
か
れ
た
共
創
空
間

　

図
書
室
や
体
育
館
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
を
地
域
住
民
の
方
々
に
も

開
放
し
、
学
校
が
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
」
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

・
安
全
・
安
心
と
環
境
へ
の
配
慮

　

災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難

所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
安

全
性
に
も
配
慮
し
た
設
計
と
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
進
事
例
か
ら
学
ぶ

道
内
視
察
と
海
外
か
ら
の
情
報
収
集

　

国
内
外
の
先
進
的
な
事
例
か
ら

多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
ま
す
。

・
道
内
視
察

　

新
し
い
学
び
の
形
に
触
れ
る

（
く
り
さ
わ
学
舎
・
定
山
渓
学
園
）

　

令
和
７
年
７
月
、
検
討
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
で
、
道
内
義
務
教
育

学
校
、
岩
見
沢
市
立
「
く
り
さ
わ

学
舎
」
と
札
幌
市
立
「
定
山
渓
学

園
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

活
か
し
た
柔
軟
な
学
習
環
境
や
、

小
中
学
生
が
自
然
に
交
流
で
き
る

空
間
設
計
な
ど
を
直
接
確
認
。「
学

び
合
う
」
た
め
の
具
体
的
な
校
舎

の
イ
メ
ー
ジ
や
、
９
年
間
を
通
し

た
教
育
の
工
夫
に
つ
い
て
深
い
知

見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
か
ら
の
情
報
収
集

　

オ
ラ
ン
ダ
の
教
育
哲
学

　

令
和
７
年
８
月
に
は
、
教
育
委

員
会
の
指
導
主
事
が
オ
ラ
ン
ダ
の

学
校
を
訪
問
し
、
情
報
収
集
を
行

い
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
ユ
ニ

セ
フ
の
調
査
で
「
子
ど
も
の
幸
福

度
」
が
世
界
１
位
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
地
で
は
徹
底
し
た

「
個
」
の
尊
重
が
印
象
的
で
し
た
。

　

例
え
ば
、
先
生
が
一
方
的
に
教

え
る
の
で
は
な
く
、「
あ
な
た
は

ど
う
し
た
い
？
」
と
問
い
か
け
、

子
ど
も
自
身
が
学
ぶ
内
容
や
ペ
ー

ス
を
選
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
年
も
「
３
学
年
混
合
学
級
」
が

一
般
的
で
年
上
の
子
が
下
の
子
に

教
え
る
こ
と
で
お
互
い
に
学
び
が

深
ま
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
宿
題
や
チ
ャ
イ
ム
が

な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
で
専
門

家
に
習
う
な
ど
、
日
本
の
常
識
と

は
異
な
る
点
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
全
て
を
真
似
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
「
間
違
い
を
恐
れ
な

い
文
化
」
や
「
子
ど
も
中
心
」
と

い
う
哲
学
は
新
し
い
学
校
づ
く
り

に
お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
検
討

材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
候
補
地
は
ど
こ
に
？

　

活
発
な
議
論
と
委
員
投
票

　
新
し
い
学
校
の
建
設
候
補
地
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
で
詳
細
な
比

較
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
検
討

し
た
候
補
地
は
「
①
厚
沢
部
中
学

校 

敷
地
」「
②
総
合
体
育
館
・
図

書
館
敷
地
」「
③
厚
沢
部
小
学
校 

敷
地
」「
④
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園 

敷
地（
こ
ど
も
園
隣
）」
の
４
箇
所

で
す
。

　
検
討
で
は
通
学
の
利
便
性
、
防

災
性
、
将
来
性
、
建
設
コ
ス
ト
等

を
多
角
的
に
評
価
し
ま
し
た
。
議

論
を
踏
ま
え
、
10
月
８
日
の
委
員

会
で
委
員
に
よ
る
投
票
（
意
向
調

査
）
を
行
っ
た
結
果
、
以
下
の
順

位
と
な
り
ま
し
た
。

１
位 

厚
沢
部
中
学
校
敷
地

２
位 

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
敷
地

　
１
位
の
厚
沢
部
中
学
校
敷
地

は
、
既
存
施
設
利
用
に
よ
る
コ
ス

ト
の
安
さ
、
通
学
利
便
性
、
柔
軟

な
設
計
が
可
能
な
点
が
評
価
さ
れ

た
一
方
、
防
災
面
で
の
工
夫
が
必

要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
位
の
ひ
ま
わ
り
敷
地
は
、
こ

ど
も
園
連
携
の
魅
力
や
防
災
面
が

評
価
さ
れ
た
一
方
、
コ
ス
ト
が
多

く
か
か
る
点
、
通
学
利
便
性
に
欠

け
る
点
等
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
義
務
教
育
学
校
整
備
検
討
委
員

会
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、
今
後

は
総
合
教
育
会
議
等
を
経
て
、
建

設
地
を
決
定
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
「
基
本

構
想
・
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

こ
の
計
画
を
通
じ
て
、
学
校
の
具

体
的
な
姿
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

Ｒ
７
年
度　

基
本
計
画
策
定

　

Ｒ
８
年
度
～
基
本
・
実
施
設
計

　

Ｒ
10
年
度
～
建
設
工
事

　

Ｒ
12
年
度　

開
校

　

新
し
い
学
校
づ
く
り
は
、
町
の

未
来
そ
の
も
の
で
す
。
教
育
委
員

会
は
、
今
後
も
広
報
を
通
じ
て
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

▲定山渓学園　学校の中心に図書室

▲オランダ（モンテッソーリ教育）
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文
化
祭
か
ら
始
ま
る
、
新
し
い
出
会
い 

お
す
す
め
新
着
図
書

●
「
図
書
館
の
ゆ
る
ゆ
る
人
生
質

問
箱
」
　
北
海
道
斜
里
町
立
図
書

館
（
著
）（
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
）

　

斜
里
町
立
図
書
館
の
楽
し
い
取

り
組
み
が
一
冊
の
本
に
。
中
高
生

と
図
書
館
職
員
の
ゆ
る
～
い
や
り

取
り
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

●
「
い
っ
し
ょ
に
翻
訳
し
て
み
な

い
？
」　
越
前
敏
弥
（
著
）（
河
出

書
房
新
社
）

　

著
者
が
お
こ
な
っ
た
中
学
生
向

け
特
別
授
業
の
内
容
と
ポ
イ
ン
ト

が
ま
と
め
ら
れ
た
一
冊
。
日
本
語

と
英
語
を
読
み
取
る
力
が
身
に
つ

き
ま
す
。 

　

11
月
２
日

（日）
か
ら
３
日

（月）
に
か

け
て
第
63
回
町
民
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
展
示
会
場
と
な
っ

た
総
合
体
育
館
で
は
、
会
場
中
央

に
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
配
置
し
、
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
町
民

が
楽
し
み
ま
し
た
。

 

展
示
作
品
は
、
町
内
小
中
学
校
、

こ
ど
も
園
、
福
祉
施
設
、
、
陶
芸
な

ど
の
町
内
各
団
体
の
出
展
や
、
盆

栽
、
木
工
作
品
な
ど
個
人
出
展
の

も
の
ま
で
数
多
く
出
展
さ
れ
ま
し

た
。

　「あつまーるサロン」主催のものづくりコーナー　「あつまーるサロン」主催のものづくりコーナー

　町内外から集まった有志の方々と共演する厚　町内外から集まった有志の方々と共演する厚
沢部中学校吹奏楽部。部活動の地域展開を先取沢部中学校吹奏楽部。部活動の地域展開を先取
りする取り組みです。りする取り組みです。

　オリジナル替え歌を披露するツーアローズ　オリジナル替え歌を披露するツーアローズ
　（左：三上楓真さん、右：三上優さん）　（左：三上楓真さん、右：三上優さん）

　　宗宗
そうへんりゅうそうへんりゅう

徧徧流流ひまわり会による茶道体験。多くの来場ひまわり会による茶道体験。多くの来場
　者がお点前を楽しみました。　者がお点前を楽しみました。

　

11
月
13
日

（木）
と
14
日

（金）
の
２
日

間
、
厚
沢
部
中
学
校
２
年
生
が
職

場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

職
場
体
験
は
、
生
徒
た
ち
が
働
く

こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
を
知
り
、

働
く
こ
と
の
意
義
を
考
え
、
自
分

自
身
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
コ
ー
プ
厚
沢
部
店
で
は
、
山

本
悠
翔
さ
ん
、
佐
藤
悠
大
さ
ん
の

２
名
が
職
場
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
衛
生
管
理
に
気

を
付
け
な
が
ら
食
品
を
パ
ッ
ク
詰

め
に
し
た
り
、
年
末
に
向
け
て
商

品
を
包
装
し
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の

　職場体験を終えて

　上記の記事は厚沢部町役場へ職場体験に来てくれた髙橋真咲さんと増崎彩さんが、実際に取材を行い、
作成してくれました。最初はインタビューや撮影に遠慮がちでしたが、慣れてくると積極的に動き色ん
な角度から撮影を行っていました。ここでは２人の職場体験の感想を紹介します。

【厚沢部中学校２年　髙橋　真咲】

職場体験では、厚沢部広報の記事の

制作をしました。取材のときには、

聞く内容を考えたり、記事に使う写

真を撮ったりしました。撮った写真

が逆光で白くなっていたり、ピントが合わない時

があって想像していたよりもとても難しかったこ

とが印象に残っています。記事制作では、取材し

た内容のどの部分を使って文章を考えるのかが難

しかったですが、増崎さんと協力して文章を制作

できました。また、「自分で取材をして記事を書く」

という普段しない体験をすることができて、アポ

を取って取材をする大変さや、載せる写真がどう

いうものがいいか考えることの大変さを学べまし

た。

【厚沢部中学校２年　増崎　彩】

　職場体験では、自分たちで取材や

写真撮影をして記事を制作しまし

た。ほかの職場体験先を訪れ、記事

を制作するために写真を撮ったり、

インタビューをしたりしたのですが、インタビュー

の際に自分たちで質問を考え、聞いたことを素早く

メモするというのが、想像より何倍も難しく、取材

の大変さを知りました。また制作では、文と文をつ

なげる言葉を考えるのが難しかったです。この取材

や制作を通して、知ったことや実際の様子をわかり

やすく伝えるためには、自分の考えをしっかりまと

めて、伝えたいことをはっきりさせてからでないと

相手に伝わりづらいということを学びました。職場

体験を通して、将来に向けて大事なことを学べてよ

かったです。

働
く
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ

　

～
厚
中
職
場
体
験
を
実
施
～

　ちりめんの中に隠れた不思議な生物を探せ！！　ちりめんの中に隠れた不思議な生物を探せ！！
　「ちりめんモンスター」　「ちりめんモンスター」

●
芸
能
発
表

　

芸
能
発
表
は
檜
山
管
内
舞
台
芸

術
鑑
賞
祭
と
の
共
催
と
な
り
ま
し

た
。
今
金
町
か
ら
狩
場
太
鼓
が
出

演
し
、
迫
力
あ
る
太
鼓
の
音
に
会

場
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　一糸乱れぬ素晴らしい演奏をみせてくれた　一糸乱れぬ素晴らしい演奏をみせてくれた
　狩場太鼓保存会。遠く、今金町から駆けつ　狩場太鼓保存会。遠く、今金町から駆けつ
　けてくれました。　けてくれました。

●
ツ
ー
ア
ロ
ー
ズ
、デ
ビ
ュ
ー
決
定

　

昨
年
の
芸
能
発
表
会
で
突
然
現

れ
た
小
学
生
ユ
ニ
ッ
ト
「
ツ
ー
ア

ロ
ー
ズ
」
が
、
今
年
も
芸
能
発
表

会
で
「
訛
り
替
え
歌
」
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ツ
ー
ア
ロ
ー
ズ
は
１
月
11
日

（日）

　

13
時
か
ら
函
館
市
美
原
一
丁
目

の
函
館 

CLU
B
 
COC

OA

で
ラ
イ
ブ

デ
ビ
ュ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。
前

売
り
２
千
円
、
当
日
３
千
５
百
円
。

小
学
生
以
下
は
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　トリをかざった久保　トリをかざった久保
さんは、ド派手な衣装さんは、ド派手な衣装
で会場をわかせました。で会場をわかせました。

作
業
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
厚
沢
部
町
図
書
館
で
は
、

尾
山
雫
さ
ん
、
下
川
部
陽
鞠
さ
ん

の
２
名
が
本
の
整
理
を
し
て
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
で
は
、

鈴
木
シ
グ
レ
さ
ん
、
尾
山
由
依
さ

ん
、
滝
澤
陽
葵
さ
ん
の
３
名
が
職

場
体
験
し
、
園
児
と
一
緒
に
英
語

の
勉
強
を
し
た
り
、
一
緒
に
園
庭

で
遊
び
ま
し
た
。
滝
澤
さ
ん
は
「
た

だ
一
緒
に
遊
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

努
力
や
工
夫
を
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

　インタビューの様子　インタビューの様子 　記事作成の様子　記事作成の様子
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【
年
末
年
始
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
付
休
止
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
手
続
き
の
お
問
い

合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
役
場
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
手
続
き
の
受
付

は
、
12
月
26
日

（金）
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
再
開
は
、
１

月
６
日

（火）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
年
末
年
始

休
業
の
関
係
で
役
場
の
開
庁
期
間

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
手
続
き

受
付
可
能
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ　

　

住
民
税
務
課
住
民
係

�

☎
６
４
‐
３
３
１
３

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

　
離
婚
後
の
子
の
養
育
に
関
す
る
民
法
等
改
正
に
つ
い
て
　
そ
の
２

vol.164

　

広
報
10
月
号
で
は
、
令
和
８
年

５
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
す
る
離
婚

後
の
子
の
養
育
に
関
す
る
民
法
等

改
正
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
本
改
正
が
こ
れ
ま
で

に
し
た
離
婚
等
の
手
続
き
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
本
改
正
前
に
離
婚
を
し
、

そ
の
際
子
ど
も
の
親
権
を
単
独
親

権
と
定
め
た
場
合
、
本
改
正
に
よ

り
自
動
的
に
共
同
親
権
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
も
、
本
改
正
後
に
家
庭
裁
判
所

が
、
子
ど
も
自
身
や
そ
の
親
族
の

申
立
て
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
の

利
益
の
た
め
の
必
要
性
を
踏
ま
え

て
、
単
独
親
権
か
ら
共
同
親
権
に

変
更
す
る
場
合
は
あ
り
ま
す
。
必

要
性
を
判
断
す
る
に
は
離
婚
後
の

事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
虐
待
や
Ｄ
Ｖ

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
や
父
母
が

共
同
し
て
親
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、

共
同
親
権
へ
の
変
更
は
認
め
ら
れ

な
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
広
報
10
月
号
で
、
養
育
費

の
取
決
め
が
な
い
場
合
で
も
支
払

確
保
を
可
能
に
す
る
た
め
の
制
度

と
し
て
法
定
養
育
費
制
度
を
紹
介

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
養
育

費
の
取
決
め
が
な
く
と
も
離
婚
後

引
き
続
き
子
の
監
護
を
主
と
し
て

行
う
父
母
は
、
他
方
に
対
し
て
一

定
額
の
養
育
費
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

法
定
養
育
費
制
度
は
、
本
改
正

に
よ
り
生
ま
れ
た
制
度
に
な
り
ま

す
。
で
す
の
で
、
法
定
養
育
費
制

度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
本
改
正

よ
り
後
に
離
婚
を
し
た
ケ
ー
ス
の

み
と
な
り
ま
す
。
本
改
正
前
に
離

婚
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
養
育
費

の
支
払
い
を
求
め
る
た
め
に
は
、

父
母
間
の
協
議
や
家
庭
裁
判
所
の

手
続
に
よ
り
養
育
費
の
額
を
取
り

決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
特
に
単
独
親
権
か
ら
共

同
親
権
に
変
更
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
ケ
ー
ス
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
裁
判
例
等
の
集

積
を
待
つ
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　

弁
護
士　

樋
口　

直
久
】

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

《
国
民
年
金
を
受
取
る
た
め
に
》

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
、
障
害
・
遺
族
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料
は
月
額

　
　
　

１
７
，
５
１
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納

付
や
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

《
産
前
産
後
は
保
険
料

　
　
　
　
が
免
除
と
な
り
ま
す
》

□
対
象
者

　

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

□
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

届
出
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か
に

届
出
く
だ
さ
い
。

□
産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

☆
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

　

住
民
税
務
課
住
民
係
へ

�

☎
６
４-

３
３
１
３

　

土
壌
分
析
を
し
て
い
ま
す
か
？

土
壌
分
析
は
、
人
間
に
お
け
る
健

康
診
断
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
土
壌

診
断
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
で
そ

の
時
の
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
土
壌
に
合
っ
た

施
肥
を
行
う
こ
と
は
、
作
物
の
健

全
な
生
育
に
つ
な
が
り
、
結
果
的

に
肥
料
等
の
コ
ス
ト
削
減
も
可
能

に
な
り
ま
す
。
土
壌
分
析
を
通
し

た
畑
の
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク

は
、
健
康
で
お
い
し
い
作
物
づ
く

り
に
不
可
欠
な
存
在
と
言
え
ま

す
。

　

町
内
の
方
で
あ
れ
ば
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
を
入
れ
る

袋
は
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

☆
注
意

①
土
は
必
ず
乾
燥
さ
せ
る

②
作
業
ま
で
に
余
裕
を
も
っ
て
持

ち
込
む
（
混
雑
時
に
は
結
果
が
出

る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

る
た
め
遅
く
と
も
２
週
間
前
に
）

※
急
ぐ
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
業
振
興
係　

𠮷
田　

友
耶
】

　

11
月
３
日

（月）
、
町
民
文
化
祭
の

会
場
内
で
「
石
あ
そ
び
ブ
ー
ス
」

を
出
展
し
ま
し
た
。

　

内
容
は「
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
ト
」

と
「
石
花（
い
し
は
な
）
ア
ー
ト

体
験
」
の
２
つ
で
す
。
石
花
ア
ー

ト
は〝
ロ
ッ
ク
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
〟

と
も
呼
ば
れ
、
不
安
定
な
石
を
積

み
上
げ
て
作
品
を
つ
く
る
あ
そ
び

で
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
感
覚

の
ま
ま
に
石
を
積
み
上
げ
、
見
事

な
作
品
を
次
々
と
完
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
大
人
は
石
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
慎
重
に
積
み
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
の
ま
ま

に
手
を
動
か
し
、
崩
れ
た
ら
ま
た

や
り
直
し
ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し

の
中
に
創
造
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
素
材
を
使
っ
た
あ
そ
び

は
、
発
想
次
第
で
無
限
に
広
が
り

ま
す
。
厚
沢
部
町
の
豊
か
な
環
境

を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
子
ど

も
た
ち
の
創
造
力
を
育
む
あ
そ
び

場
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

宮
脇　

い
ず
み
】

▲石花アート。大人と子どもで積み方に違いがありました。

▲ストーンペイント

土
壌
分
析
に
つ
い
て

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

文
化
祭
で
「
石
あ
そ
び
ブ
ー
ス
」
を
出
展
し
ま
し
た
！

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

（４人分）

今月の簡単レシピ

カリカリ豚肉と
野菜の甘辛炒め

　大根は煮ても揚げても炒めても甘味があ

り、冬の万能野菜です。

　生から炒めると苦味が出やすいため、一

度熱湯やレンジで加熱することをおすすめ

します。

【材料】 【数量】 【作り方】

●豚肉 ２００g
①豚肉は食べやすい大きさに
切り、塩こしょうで下味を付
けます。フライパンに油を熱
し、片栗粉をまぶして両面カ
リっと焼きます。皿に移しま
す。
②小松菜は２ｃｍ長さに切り
揃え、大根はいちょう切りに
してレンジで３分程加熱しま
す。
③①のフライパンにしょうが
を熱し、大根、小松菜を炒め
ます。火が完全に通ったら焼
いた豚肉を加えめんつゆで調
味します。

●塩こしょう 少々

●片栗粉 適量

　油 大さじ１

刻みしょうが 大さじ１

大根 ５～６cm

小松菜 ２束

めんつゆ 大さじ２

食改からのコ
メント

食生活
改　善
協議会

☆問合せ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９

今月は、 保健師　對島　彩夏　です

ごめんください
　　保健師です！ 407血圧測っていますか？

 

  

血圧とは、心心臓臓かからら送送りり出出さされれたた血血液液がが、、血血管管をを通通るる際際にに、、血血管管のの壁壁ににかかかか

るる圧圧力力ののここととです。血圧が高い状態（140/90mmHg以上）が持続している

ことを「高血圧」といい、日日本本人人のの33人人にに11人人がが高高血血圧圧だといわれています。 

高血圧を放置すると、血管には常に高い圧力がかかることになるため、血管

が傷ついて破れたり、詰まりやすくなり、狭心症や心筋梗塞、脳梗塞など血管

にかかわる様様々々なな病病気気をを発発症症すするる危危険険があります。これらの病気は命に影響す

るものが多いため、自分の命を守るためにも、高高血血圧圧予予防防や血血圧圧ココンントトロローールル

が大切になってきます。 

 

厚厚沢沢部部町町のの現現状状  

 令和 5年度の厚沢部町の特定健診受診者における収縮期血圧（上の血圧）が高い

人の割合は国や北海道と比較しても高くなっています。また、虚血性心疾患や脳血

管疾患などの重症化した生活習慣病を発症する人は、高高血血圧圧をを有有ししてていいるる割割合合がが 99

割割近近くくと高くなっていました。死亡の原因においても脳血管疾患は多く、高血圧は

厚沢部町の健康課題の一つといえます。 

 

 

 

自自分分のの血血圧圧をを知知りりままししょょうう  

 高血圧は、ササイイレレンントトキキララーー（（静静かかななるる殺殺人人者者））といわれるように、自覚

症状がないまま進行します。そのため、定期的な血圧測定や健康診断など

で自自分分のの身身体体のの状状態態やや変変化化をを知知るるよよううににししままししょょうう。“自宅に血圧計がない

けど、自分の血圧を定期的に知りたい”“血圧だけではなく、食事について

も知りたい”といった方は、保健福祉センターまでご連絡ください。また、

健健康康相相談談や健健康康教教育育も実施することができますので、お気軽にお問い合わ

せください。（TEL:0139-64-3319 保健師・栄養士まで） 

 

冬冬ははヒヒーートトシショョッッククにに注注意意！！  

12月から2月は、寒さが本格的になる季節です。冬場の急激な温度の変

化（例：暖かい部屋から寒いトイレ、暖かい部屋から浴室）はヒートショッ

クが起きやすくなります。ヒヒーートトシショョッッククととはは、、急急激激なな温温度度のの変変化化にによよっってて

血血圧圧のの上上昇昇・・下下降降がが引引きき起起ここさされれるるここととでで、、失失神神ししたたりり心心筋筋梗梗塞塞やや脳脳出出血血・・

脳脳梗梗塞塞ななどどのの血血管管のの病病気気をを引引きき起起ここすすここととを言います。 

浴室や脱衣所は入浴前に暖める、トイレは室内と同じくらいの温度になる

ようドアを少し開ける、便座を温めるなど工夫しましょう！ 

※暖房器具使用時は火災に注意しましょう。 

●ご不明な点については各担当へお問い合わせください。

【厚沢部町役場、保健福祉総合センター】

年末年始の各施設休業日について

・休業日
　令和７年12月31日（水）～令和８年１月５日（月）
・お問い合わせ先：総務財政課総務係（64-3311）
・お問い合わせ先：保健福祉課福祉係（64-3319）

【国保病院】
・休業日
　令和７年12月31日（水）～令和８年1月５日（月）
　※１月２日（金）は休日当番医で開院します。
・お問い合わせ先：国保病院総務係（64-3036）

【総合体育館・図書館・郷土資料館】

・休業日
　令和７年12月31日（水）～令和８年１月５日（月）
※�総合体育館については令和７年12月30日（火）は

午後５時までの開設
・お問い合わせ先：教育委員会事務局社会教育係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（64-3318）

【上里ふれあい交流センター、館地区憩の家】

★上里ふれあい交流センター
・休業日
　令和７年12月31日（水）～令和８年１月５日（月）
★館地区憩の家
・休業日
　令和７年12月31日（水）～令和８年１月５日（月）
・お問い合わせ先：建設水道課住宅施設係（64-3315）

【道の駅あっさぶ】

・休業日
★物産センター（仮店舗）
　令和７年12月30日（火）～令和８年１月５日（月）
★商業施設（ＡＳＳＡＮ）
　令和７年12月31日（水）～令和８年１月３日（土）
・お問い合わせ先：政策推進課商工観光係（64-3312）

【うずら温泉】

★日帰り温泉
・休業日
　令和７年12月31日（水）～令和８年１月２日（金）
※令和７年12月30日（火）午後７時まで営業
★レストラン
・休業日
　令和７年12月29日（月）～令和８年１月５日（月）
★ホテル
・休業日
　令和７年12月30日（火）～令和８年１月４日（日）
・お問い合わせ先：政策推進課商工観光係（64-3312）
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急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

12
月
の
休
日
当
番
医

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

12月6日（土） 佐々木病院（52-1070） 7日（日） 道立江差病院（52-0036）

13日（土） 上ノ国診療所（55-2017） 14日（日） 佐々木病院（52-1070）

20日（土） 乙部町国保病院（62-2331） 21日（日） 厚沢部町国保病院（64-3036）

27日（土） 道立江差病院（52-0036） 28日（日） 勤医協診療所（52-1366）

29日（月） 上ノ国診療所（55-2017） 30日（火） 乙部町国保病院（62-2331）

31日（水） 道立江差病院（52-0036） 1月1日（木） 佐々木病院（52-1070）

1月2日（金） 厚沢部町国保病院（64-3036） 1月3日（土） 道立江差病院（52-0036）

1月4日（日） 勤医協診療所（52-1366）

（
17
時
以
降
は
道
立
江
差
病
院
が
当
番
医
と
な
り
ま
す
）

　 12 月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
（祝祭日は休診）

眼 科

　　９日（火）
　  10日（水） 午前のみ
　　23日（火） 
　　24日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
四十肩・五十肩って何？　その３四十肩・五十肩って何？　その３

Ｑ：痛みが強い時は自宅でも動かしたほうが良い

ですか？

Ａ：痛みを我慢して動かす必要はありませんが痛

みの出ない程度に運動したり、生活の中で使うこ

とは構いません。ただ、無理をすると悪化するの

で医療機関などで医師やリハビリスタッフより適

切な運動を教えてもらいましょう。

Ｑ：肩の動きが悪くなった場合、どのようなリハ

ビリや運動を行うといいですか？

Ａ：炎症が収まり痛みが軽減してくると筋肉が硬

くなり、肩の動く範囲が狭くなります。硬さをほ

ぐすセルフエクササイズを医師やリハビリスタッ

フより指導してもらうことをお勧めします。

　　　　　　　　　　　理学療法士　田口　明

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付）

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　12.26日（午前11時迄の受付）
午後　11.12.26日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　12.19日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　15日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後３時～４時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月・火・水・金曜日
　　　（11月から木曜午前休診）
午後　木曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　15.16.23日（午前11時迄の受付）
午後　15.22日

耳鼻咽喉科
午前　2.3.10.11.16.17.24.25日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　10.24日

眼 科
午前　11.25日（予約以外の初診受付11時迄）

午後　3.17.24日

皮 膚 科 午前　火曜日

12 月～１月　行事＆お知らせ

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
12月13日・27日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎53-6301）】

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

上
里
・
佐
々
木
祥
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
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緑
町
・
杉
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順
子
さ
ん
か
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新
町
・
伊
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今
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さ
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０
０
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広報あっさぶ
巻末４コマ漫画

第５回

　

不法投棄は
犯罪です！
見られてない・バレないから
という考えはやめましょう。

－ 12 月＆１月の行事＆お知らせ－

　　ふるさと納税で厚沢部町を
　　応援してください！
　　　　　（町特設ＨＰは右記から）

佐
々
木
病
院

外
来
無
料
送
迎
再
開
し
ま
す

　

佐
々
木
病
院
で
は
、
外
来
の
無

料
送
迎
を
再
開
し
ま
す
。
ご
自
宅

ま
で
お
迎
え
に
上
が
り
、
受
診
終

了
後
、
ご
自
宅
ま
で
お
送
り
し
ま

す
。

　
厚
沢
部
町
は
第
４
水
曜
日
と
木

曜
日
に
運
行
い
た
し
ま
す
。
予
約

制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

予
約
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

★
予
約
・
問
合
せ
先

　

医
療
法
人
社
団　

恵
愛
会

　

佐
々
木
病
院

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
１
０
７
０

スリップ注意

いけないっ！　遅刻！遅刻！

やばい！冬の路面
スリップだ！

地球の反対側に地球の反対側に
来ちゃった来ちゃった

サンバ！サンバ！

WowWow

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
ま
な
び
っ
く

☆
12
月
４
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
12
月
18
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
12
月
10
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

イベント情報、災害情報をお届けします。

友だち登録を
お願いします

厚沢部町公式ＬＩＮＥ
お友だち募集中！

あ～穴に
落ちちゃう
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11
月
13
日

（木）
、
道
の
駅
物
産
館
の
仮
店
舗

が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
ま
し
た
。
道
の
駅
物
産
館
の

建
替
え
工
事
に
伴
い
、
旧
緑
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
改
装
し
て
仮
店
舗
と
し
て
営

業
し
て
い
ま
す
。

　

店
舗
引
っ
越
し
の
た
め
10
日
ぶ
り
の
開
店

と
な
っ
た
当
日
は
、
開
店
前
か
ら
並
ぶ
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
開
店
と
同
時
に
店
舗
内
は

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
お
話
を
伺
う
と
「
仮
店
舗
の
営

業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
以
前
と
比
べ
て
品
ぞ
ろ
え
が
変
わ
り
な

く
て
安
心
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

森
本
観
光
協
会
事
務
局
長
は
「
前
の
店
舗

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
意
識
し
て
準
備
し
た
。
安
心
し
て
仮
店
舗

を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

仮
店
舗
は
、
新
物
産
館
が
開
業
す
る
令
和

８
年
12
月
頃
ま
で
営
業
予
定
で
す
。
仮
店
舗

前
は
工
事
車
両
が
通
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

お
気
を
つ
け
て
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

▼
鶏
を
飼
い
始
め
て
約
10
年
に

な
り
ま
す
。
卵
を
自
給
し
よ
う

と
意
気
込
ん
で
当
初
３
羽
か
ら

始
ま
っ
た
庭
先
養
鶏
も
、
気
づ

け
ば
10
羽
を
超
え
ま
し
た
。
４

人
家
族
で
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

毎
日
卵
が
産
ま
れ
、
羽
数
が
増

え
れ
ば
必
然
的
に
餌
代
も
か
さ

み
ま
す
。
先
日
ふ
と
気
に
な
っ

て
、
か
か
る
餌
代
を
計
算
し
た

ら
月
額
約
４
千
円
で
し
た
。
卵

の
自
給
を
目
的
に
し
て
い
る
の

に
、
卵
を
買
っ
た
方
が
安
い
と

い
う
結
果
に
、
卵
を
腹
に
抱
え

て
笑
い
ま
し
た
。
計
画
性
は
大

事
で
す
。

▼
中
学
生
の
職
場
体
験
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
来
て
い
た
だ
い

た
２
人
は
ア
ポ
取
り
や
取
材
、

広
報
の
原
稿
作
成
を
行
っ
て
く

れ
ま
し
た（
関
連
記
事
13
頁
）。

前
向
き
な
姿
勢
で
体
験
す
る
２

人
を
見
て
、
私
も
初
心
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
何
よ
り
お
仕
事

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
大
変
助

か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。約
10
年
後
、ま
た

役
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
つ
い
さ
っ
き
ま
で
夏
だ
っ
た

の
に
も
う
冬
の
気
配
で
す
ね
。

雪
が
サ
っ
と
降
り
「
冬
の
準
備

し
な
さ
い
よ
～
」
と
教
え
ら
れ

て
い
る
気
分
で
す
。
せ
っ
せ
と

冬
支
度
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

も
う
年
末
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
ね
。
皆
様
、
よ
い
お

年
を
。�

（
あ
ら
き
）

（11月 20 日届出分まで）

戸籍の窓

おくやみもうしあげます

富　栄　福澤　キヨさん（94 歳）10/26

新　町　伊勢　正章さん（56 歳）10/28

赤沼町　伊勢トシ子さん（89 歳）10/30

町の人口

令和７年 10 月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,045 909 1,015 1,924（-11）

鶉地区 302 265 283 548（－3）

館地区 419 362 378 740（＋2）

全 町 1,766 1,536 1,676 3,212（-12）

※外国人住民を含む

（11 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 52件

今月の寄附金額 844千円
令和７年度

寄附件数累計 880件
令和７年度

寄附金額合計 15,478千円

前年度寄附金額 42,922千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

連続１７７ 日６

令和７年 11 月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

▲道の駅物産館仮店舗は旧緑町コミュニティセンターを改装したものです。

　
　

道
の
駅
物
産
館
仮
店
舗
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

道
の
駅
物
産
館
仮
店
舗
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

▲内装は旧物産館と同じく木のぬくもりが感じられます。

時
と

間
き

刻 む
を


